
















　　　悪代官プレイ







　星間国家アルグランド帝国では、支配下に置いている惑星の管理は代官を派遣するのが一般的だった。

　しかし、この代官という役職は、官僚たちにしてみれば左遷と同じである。

　首都星に戻れるという確約がなければ、代官になどなろうとする奴は少ない。

　前世で言えば、都会から地方の辺鄙な場所にある支社に飛ばされるのと同じ感覚だ。

　好き好んでいくような奴は少ない。

　それでも命令なので誰かが派遣されるわけだが──そうなった場合、まともに仕事をするような奴は少なかった。

　何しろ帝国の目が届かないために、わざわざ代官を派遣するような場所だ。

　そんな場所で代官は何をするのか？　簡単に想像が付くだろう。

「私腹を肥やすもの──それこそが代官だ！」

「旦那様の意見は偏見にまみれておられますね」

　自室で代官という存在について【天城】に説明すると、納得してくれなかった。

　理解されずに悲しく思い、先程まで大声を出していた俺のテンションが下がる。

「天城には醜い人間の本質を理解するのは難しいようだな」

　メイドロボである天城は、人間と違って醜い心を持っていない。

　個人的な利益を優先するために主人を裏切らない。

　あぁ、何て素晴らしいのか。

　人間など信じていない俺だが、天城たちメイドロボだけは信じている。

　ただ、代官に関しての認識は俺とは違っているようだ。

「帝国の領土を管理、発展させるのが本来の役割でございます。私腹を肥やして疲弊させるような真似は、旦那様の評価を下げてしまいます」

　天城の言い分は正論ではあるが正しくはない。

　しかし、それを実行するのが天城たちだ。

　世間を知らない奴の戯言と同じように扱ってはならない。

　これが正義感丸出しの若い奴の言葉なら鼻で笑っていたが、相手は天城だ。

「人間は愚かという前提を忘れているな。僻地に飛ばされた代官なんて、やることはみんな同じだよ」

「──旦那様は愚か者ではございません」

　天城が俺を愚か者ではないと言ったのは、話題の代官に俺が選ばれてしまったからだ。

　ここで愚かであると受け入れれば、俺が愚か者だと言っているようなものだ。

　まぁ、俺はその愚か者なのだが。

「違うな。俺は愚か者だ。むしろ、愚か者で構わない」

「旦那様？」

　愚か者？　大いに結構！

　慎ましい賢者よりも、欲にまみれた愚か者でありたいのがこの俺だ。

「派遣された惑星から絞れるだけ搾り取ってやる。そこに住む連中も虐げてやろう。俺が代官として派遣されたのが運の尽きだ」

　派遣先の惑星に恨みなどないが、この俺が悪代官として振る舞って遊ぶために不幸になってもらうとしようじゃないか。

　一人クツクツ笑っていると、天城が少し呆れたような顔をしていた。

「その悪ぶる癖は昔から変わりませんね」

「悪ぶってないよ！」
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